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成
績
優
秀
な
い
た
ず
ら
好
き

　

１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
４
月
４
日
、
市
村
清
は
佐
賀
県
の

貧
農
の
家
に
生
ま
れ
た
。

　

士
族
の
出
で
あ
る
父
は
自
負
心
が
強
く
、
子
供
に
も
非
常
に

厳
し
か
っ
た
が
、
仕
事
は
長
続
き
せ
ず
、
生
活
は
常
に
困
窮
を

極
め
て
い
た
。

　

小
学
２
年
生
の
頃
、
祖
父
が
進
学
の
元
手
に
と
雌
の
子
牛
を

１
頭
買
っ
て
く
れ
た
。「
こ
の
牛
を
育
て
れ
ば
、
次
々
に
子
を
産

む
。
そ
れ
を
売
っ
て
学
費
に
す
れ
ば
い
い
」
と
い
う
わ
け
だ
。

清
は
、
わ
ず
か
な
小
遣
い
も
餌
代
に
充
て
、
遊
ぶ
間
も
惜
し
ん

で
飼
料
の
草
や
イ
モ
の
つ
る
な
ど
を
刈
り
集
め
た
り
、
夢
中
に

な
っ
て
牛
の
世
話
を
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
あ
る
日
、
こ
の
牛
が
税
金
の
カ
タ
に
持
っ
て
行

か
れ
て
し
ま
う
。
祖
父
は
「
お
国
で
決
め
た
こ
と
だ
か
ら
我
慢

せ
い
」
と
な
だ
め
る
が
、
10
歳
の
子
供
に
分
か
る
は
ず
も
な
い
。

世
の
中
の
不
合
理
に
対
す
る
反
抗
心
は
、
こ
の
と
き
に
芽
生
え

た
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

こ
ん
な
貧
し
い
環
境
で
あ
っ
た
が
、
小
学
校
の
成
績
は
常
に

ト
ッ
プ
で
、
遊
び
や
い
た
ず
ら
で
も
リ
ー
ダ
ー
格
。
い
た
ず
ら

に
怒
っ
て
追
い
掛
け
て
き
た
先
生
を
、
丸
木
橋
を
外
し
て
川
に

落
と
し
た
り
し
た
こ
と
も
あ
る
。

　
佐
賀
中
学
を
中
退
し
て

銀
行
に
就
職

　

伯
母
の
援
助
で
県
立
佐
賀
中
学
に
入
学
し
た
が
、
学
費
を
援

助
さ
れ
る
身
は
つ
ら
い
こ
と
も
多
か
っ
た
。
情
け
な
く
悔
し
い

思
い
が
募
り
、
と
う
と
う
中
学
を
退
学
し
、
家
に
戻
っ
た
。

　

家
計
を
助
け
る
た
め
に
野
菜
売
り
を
手
伝
う
が
、
事
情
を
知

ら
な
い
旧
友
た
ち
が
「
清
さ
ん
は
中
学
に
行
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い

の
」と
さ
さ
や
い
て
い
る
の
を
聞
く
と
、自
分
の
姿
が
み
じ
め
で
、

た
ま
ら
な
く
恥
ず
か
し
か
っ
た
。

　

そ
ん
な
と
き
、
共
栄
貯
金
銀
行
で
事
務
見
習
い
を
募
集
し
て

い
る
と
知
っ
て
、
応
募
し
、
見
事
に
合
格
。
そ
れ
か
ら
２
年
、

給
仕
の
よ
う
な
仕
事
を
続
け
た
。
そ
の
間
に
痛
切
に
感
じ
た
の

は
、
や
は
り
勉
強
を
し
な
け
れ
ば
一
人
前
の
世
渡
り
は
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。〝
東
京
へ
行
っ
て
、勉
強
が
し
た
い
〟、

そ
の
思
い
を
恐
る
恐
る
支
店
長
に
伝
え
る
と
、
意
外
な
こ
と
に
、

本
店
へ
の
転
勤
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

青
雲
の
志
を
抱
い
て
東
京
へ

　

19
年
、
上
京
し
て
本
店
勤
務
に
な
る
。
現
金
運
搬
の
と
き
に

乗
る
人
力
車
の
中
や
、
銀
行
で
待
っ
て
い
る
間
に
も
学
習
書
を

読
み
、
翌
年
、
中
央
大
学
の
夜
間
部
に
入
学
し
た
。

　

東
京
の
生
活
も
貧
乏
の
極
み
で
あ
っ
た
が
、
他
人
の
世
話
に

は
な
ら
な
い
と
誓
い
、
水
だ
け
飲
ん
で
過
ご
す
こ
と
も
ま
れ
で

は
な
か
っ
た
。　

　

大
学
２
年
の
と
き
、
資
本
主
義
に
あ
る
不
合
理
か
ら
貧
富
の

差
が
激
し
く
な
り
、
そ
れ
を
改
革
す
る
た
め
に
共
産
主
義
が
起

こ
っ
た
と
い
う
講
義
を
聴
い
て
、
衝
撃
を
受
け
、
共
産
主
義
に

傾
倒
。
一
方
で
、
故
郷
の
父
母
の
こ
と
を
思
い
、
考
え
悩
む
日

が
続
い
た
。
当
時
、
共
産
主
義
の
実
践
運
動
は
当
局
の
弾
圧
下

に
あ
っ
た
か
ら
だ
。

　

そ
ん
な
ジ
レ
ン
マ
の
中
で
、
清
は
結
核
を
患
い
、
今
度
は
死

の
恐
怖
に
と
り
つ
か
れ
て
し
ま
っ
た
。
抵
抗
療
法
を
強
行
し
て

リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
創
業
者

市
村
清
の
生
涯
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病
気
を
克
服
。
同
時
に
精
神
の
健
康
も
取
り
戻
し
て
い
た
。

保
険
外
交
員
か
ら

理
研
感
光
紙
の
重
役
へ

　

22
年
、大
学
を
中
退
し
て
、北
京
の
大
東
銀
行
へ
赴
任
。
翌
年
、

上
海
に
異
動
し
て
、約
５
年
を
過
ご
し
、そ
の
間
に
結
婚
も
し
た
。

　

27
年
、
金
融
恐
慌
の
影
響
を
受
け
、
大
東
銀
行
は
閉
鎖
。
市

村
は
横
領
の
嫌
疑
で
５
カ
月
の
監
房
生
活
を
送
る
。

　

嫌
疑
が
晴
れ
て
帰
国
し
、
熊
本
で
富
国
徴
兵
保
険
の
保
険
外

交
の
職
に
就
く
が
、
な
か
な
か
契
約
が
取
れ
な
い
。
夜
逃
げ
を

考
え
た
と
き
、〝
せ
め
て
一
口
取
っ
て
か
ら
〟
と
妻
に
励
ま
さ
れ
、

よ
う
や
く
最
初
の
契
約
が
取
れ
た
の
は
熊
本
に
来
て
か
ら
69
日

目
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
は
と
ん
と
ん
拍
子
で
、
全
国
一
の
契

約
高
を
達
成
し
た
。

　

29
年
、
富
国
徴
兵
保
険
を
退
社
。
理
研
感
光
紙
九
州
総
代
理

店
の
吉
村
商
会
の
権
利
を
譲
り
受
け
、
福
岡
に
初
め
て
自
分
の

店
を
持
っ
た
。

　

店
主
兼
外
交
兼
配
達
人
兼
荷
造
り
で
、
が
む
し
ゃ
ら
に
働
き
、

半
年
目
か
ら
は
大
幅
に
業
績
を
伸
ば
す
。
間
も
な
く
新
店
舗
を

構
え
、
朝
鮮
、
満
州
の
総
代
理
店
の
権
利
も
獲
得
し
た
。

　

33
年
、
理
化
学
研
究
所
の
大
河
内
正
敏
博
士
の
招
き
で
、
理

化
学
興
業
の
感
光
紙
部
長
に
就
任
。
と
こ
ろ
が
、
学
歴
も
な
く
、

一
代
理
店
の
店
主
に
過
ぎ
な
い
市
村
へ
の
破
格
の
厚
遇
が
、
一

流
大
学
出
の
部
長
た
ち
の
恨
み
を
買
う
こ
と
と
な
る
。
思
い
あ

ぐ
ね
た
市
村
は
「
何
も
し
な
い
」
と
決
め
て
、
遅
い
出
社
、
昼

は
サ
ロ
ン
通
い
、
早
い
帰
宅
の
生
活
を
３
カ
月
ほ
ど
続
け
た
。

　

す
っ
た
も
ん
だ
の
末
、
大
河
内
所
長
の
好
意
で
、
36
年
、「
理

研
感
光
紙
」（
後
の
リ
コ
ー
）
が
創
設
さ
れ
、
市
村
は
専
務
取
締

役
に
就
任
。
36
歳
で
あ
っ
た
。
以
降
、
市
村
は
理
研
関
係
の
重

役
を
10
社
以
上
も
兼
任
す
る
。

小学校 4、5年生� （1910）
貧しい生活だったが、成績抜群、
遊びやいたずらでもリーダー格
だった

共栄貯金銀行久留米支店の同僚と
（一番上が市村）� （1916）
中学を退学して、しばらく野菜売りをし
ていたが、共栄貯金銀行の事務見習員に
採用された

中央大学の学生時代� （1920）
貧しさのあまり、共産主義に傾倒
したり、結核を患ったりしたが、
翻意して肉体と精神の健康を取り
戻す

北京に向かう前、生家にて
（中央が市村）� （1922）
大学を中退して、大東銀行の北京支店
へ赴任。大陸渡航は人生の大きな転機
となった

結婚� （1925.1.26）
大東銀行上海分行時代に結婚。妻となっ
た幸恵は市村を励まし、支え続けた

福岡の吉村商会と社員たち� （1935）
1929 年、理研感光紙の九州総代理店の権利を得て、福
岡に初めて店舗を構えた。理研という大企業との長きに
わたる縁の、最初の糸の結び目が結ばれた。35 年ごろ
には、満鉄攻略に成功し、感光紙を大量に発送する

理研感光紙発足（前列中央が市村）� （1936.2.6）
1933 年、理化学興業の感光紙部長となる。周囲の反発
など紆余曲折を経て、36 年、感光紙部を理研感光紙株
式会社として創立、専務取締役に就任。吉村商会は解
散し、理研感光紙福岡支店となる
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「
三
愛
」
の
精
神
に
徹
し
て

　

45
年
、
敗
戦
。
市
村
は
終
戦
前
夜
の
重
役
会
で
、
戦
後
の
方

針
を
〝
サ
ー
ビ
ス
業
の
開
拓
〟
と
決
定
。「
三
愛
商
事
」
を
設
立

し
た
。

　

サ
ー
ビ
ス
業
の
最
も
大
き
な
課
題
は
、〝
ど
こ
で
や
る
か
〟
で

あ
る
。
市
村
は
東
京
の
地
図
を
広
げ
て
毎
日
眺
め
て
い
た
が
、

あ
る
日
、隅
田
川
と
鉄
道
と
東
京
湾
の
線
が
三
つ
ど
も
え
に
な
っ

て
結
ば
れ
て
い
る
点
が
、
銀
座
４
丁
目
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い

た
。
戦
前
か
ら
銀
座
が
東
京
の
中
心
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
人
知

を
超
え
た
必
然
性
が
あ
っ
た
。
銀
座
４
丁
目
は
再
び
中
心
地
に

な
る
に
違
い
な
い
、
と
確
信
し
た
の
で
あ
る
。

　

46
年
８
月
、「
三
愛
」
を
オ
ー
プ
ン
。
食
料
品
を
適
正
価
格
で

売
る
店
と
し
て
名
を
高
め
た
。

　

同
年
４
月
、
市
村
は
44
年
に
発
足
し
た
、
関
連
会
社
か
ら
な

る
「
自
蹊
会
」
を
「
三
愛
会
」
と
改
め
、
12
月
に
は
グ
ル
ー
プ

機
関
誌
『
三
愛
』
を
創
刊
、誌
上
で
「
三
愛
精
神
」
を
発
表
し
た
。

リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
の

礎
を
築
く

　

リ
コ
ー
三
愛
グ
ル
ー
プ
の
特
徴
は
、
異
業
種
の
企
業
群
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。「
一
人
一
業
の
企
業
と
い
う
の
は
、
例
え
ば
、

本
田
技
研
や
ソ
ニ
ー
の
よ
う
に
、
あ
ら
ゆ
る
力
を
一
点
に
集
中

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
他
よ
り
抜
き
ん
出
る
こ
と
が
で
き
る
が
、

時
勢
の
影
響
で
斜
陽
産
業
に
追
い
込
ま
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
一

方
、多
角
経
営
は
最
高
に
は
な
れ
な
い
け
れ
ど
、安
全
性
は
高
い
」

と
市
村
は
考
え
た
の
だ
。
開
拓
者
的
な
性
格
に
も
多
角
経
営
の

方
が
合
っ
て
い
た
。

　

敗
戦
直
後
、
明
治
神
宮
は
参
拝
者
も
な
く
、
す
さ
み
果
て
て

い
た
。
47
年
、
明
治
神
宮
の
再
建
に
力
を
貸
し
て
ほ
し
い
と
い

う
要
請
を
受
け
た
市
村
は
、元
の
憲
法
記
念
館
を
結
婚
式
場
「
明

治
記
念
館
」
と
し
て
再
生
。
経
営
は
明
治
神
宮
の
名
前
で
や
る

の
だ
か
ら
、
儲
け
は
二
の
次
だ
と
考
え
、
低
価
格
に
設
定
し
た
。

結
果
、
周
囲
の
予
想
に
反
し
て
大
成
功
を
収
め
、
現
在
に
至
っ

て
い
る
。

　

後
年
、
市
村
が
説
い
た
経
営
哲
学
の
一
項
目
「
儲
け
る
経
営

よ
り
儲
か
る
経
営
」
は
、
明
治
記
念
館
の
創
業
の
中
で
、
自
ら

が
体
験
し
た
真
理
で
あ
っ
た
。
市
村
は
、
明
治
記
念
館
の
運
営

が
軌
道
に
乗
っ
た
の
を
確
認
し
、
経
営
か
ら
手
を
引
い
た
。

　

戦
後
の
占
領
下
で
は
、
日
本
国
籍
の
航
空
機
の
運
航
が
停
止

さ
れ
て
い
た
が
、
50
年
、
民
間
航
空
の
再
開
が
許
可
さ
れ
た
。

　

52
年
、
航
空
会
社
か
ら
の
要
請
を
受
け
て
、
航
空
燃
料
を
供

給
す
る
「
三
愛
石
油
」
を
創
立
。
航
空
機
へ
の
給
油
に
ハ
イ
ド

ラ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
を
考
案
し
、
出
願
す
る
が
、
内
外
の
石
油
資

本
の
競
願
と
な
る
。
市
村
は
「
日
本
の
空
の
玄
関
は
、
日
本
人

の
手
で
や
る
べ
き
で
あ
り
、
考
え
て
プ
ラ
ン
を
立
て
た
の
は
自

分
で
あ
る
」
と
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
直
訴
、
そ
の
場
で
羽
田
の
給
油
権
を

得
た
。

　

55
年
、
ハ
イ
ド
ラ
ン
ト
施
設
に
よ
る
初
の
給
油
が
行
わ
れ
る
。

三
愛
石
油
の
給
油
業
務
は
、
急
速
に
増
大
す
る
需
要
に
も
迅
速

的
確
な
施
設
拡
大
に
よ
っ
て
対
処
し
て
、
高
評
価
を
得
た
。

（
２
０
２
２
年
、「
三
愛
オ
ブ
リ
」
に
社
名
変
更
）

　

戦
後
、
独
占
禁
止
法
に
よ
り
理
研
感
光
紙
の
生
産
は
戦
前
の

10
％
程
度
ま
で
減
少
し
た
が
、
49
年
に
業
界
１
位
の
座
に
返
り

咲
く
。
そ
し
て
、50
年
に
は
二
眼
レ
フ
カ
メ
ラ
の
名
作
「
リ
コ
ー

フ
レ
ッ
ク
ス
Ⅲ
」を
発
売
。感
光
紙
と
カ
メ
ラ
を
２
本
柱
と
し
て
、

新
し
い
時
代
へ
と
踏
み
出
し
た
。

　

55
年
以
降
、
カ
メ
ラ
の
輸
出
拡
販
と
市
場
調
査
の
た
め
、
頻

繁
に
欧
米
を
訪
問
。
事
務
機
の
時
代
の
到
来
を
察
知
し
て
、
リ

コ
ピ
ー
な
ど
の
製
品
開
発
に
力
を
注
い
だ
。

　

63
年
、
社
名
を
「
リ
コ
ー
」
に
変
更
。
カ
タ
カ
ナ
三
文
字
の

社
名
は
、
市
村
自
身
が
大
い
に
気
に
入
っ
た
。

　

57
年
、
米
国
カ
メ
ラ
シ
ョ
ー
の
帰
途
に
立
ち
寄
っ
た
マ
イ
ア

ミ
市
に
、
日
本
の
桜
を
寄
贈
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
し
か
し
、

桜
は
病
原
菌
予
防
の
た
め
輸
入
禁
止
と
判
明
し
た
た
め
、
東
洋

原
産
の
オ
ー
キ
ッ
ド
３
０
０
本
を
寄
贈
。さ
ら
に
、日
本
庭
園（
イ

チ
ム
ラ
・
ガ
ー
デ
ン
）
も
築
き
、
日
米
親
善
に
一
役
買
っ
た
。

ア
イ
デ
ア
社
長
、
躍
進
す
る

　

58
年
、
西
銀
座
の
数
寄
屋
橋
の
堀
が
埋
め
立
て
ら
れ
、
高
速

道
路
が
開
通
。
道
路
下
に
誕
生
し
た
日
本
初
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー「
西
銀
座
デ
パ
ー
ト
」の
初
代
取
締
役
社
長
に
就
任
し
、

セ
ン
タ
ー
内
に
「
三
愛
」
を
出
店
。
西
銀
座
デ
パ
ー
ト
は
有
楽

町
の
新
名
所
と
な
っ
た
。

　

62
年
、
福
岡
の
事
業
家
の
要
請
を
受
け
コ
カ
・
コ
ー
ラ
事
業

に
進
出
し
た
。
翌
年
、
コ
カ
・
コ
ー
ラ
の
北
九
州
地
区
ボ
ト
ラ
ー

と
し
て
「
日
米
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン
グ
」
が
ス
タ
ー
ト
。

時
流
に
乗
っ
て
、
年
々
倍
増
の
販
売
成
績
を
上
げ
た
。
ま
た
鳥

栖
グ
リ
ー
ン
・
プ
ラ
ン
ト
（
公
園
工
場
）
を
竣
工
し
て
、
さ
ら

に
業
績
を
伸
ば
し
て
い
っ
た
。

　

62
年
、
時
の
通
産
大
臣
ら
の
要
請
で
、
名
古
屋
の
高
野
精
密

工
業
の
再
建
に
乗
り
出
す
。「
一
人
も
ク
ビ
に
し
な
い
」
と
約
束

し
て
従
業
員
の
信
頼
を
獲
得
。「
リ
コ
ー
時
計
」
と
社
名
を
変
更

し
、
半
年
後
に
は
33
石
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
オ
ー
ト
や
19
石
ハ
ミ

ン
グ
カ
レ
ン
ダ
ー
な
ど
の
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
み
出
し
た
。

　

そ
の
後
、
品
質
問
題
が
発
生
し
た
が
、
企
業
体
制
を
刷
新
し

て
再
出
発
。
新
製
品
「
リ
コ
ー
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
・
ワ
イ
ド
」

は
海
外
で
も
人
気
を
得
た
。（
86
年
、「
リ
コ
ー
エ
レ
メ
ッ
ク
ス
」

に
社
名
変
更
）

　

64
年
、
札
幌
市
中
島
公
園
の
一
角
に
、
超
豪
華
ホ
テ
ル
「
ホ

テ
ル
三
愛
」
を
オ
ー
プ
ン
。
し
か
し
、
リ
コ
ー
の
再
建
な
ど
の

た
め
に
、
わ
ず
か
２
年
で
手
放
す
こ
と
に
な
り
、
市
村
は
従
業

員
た
ち
の
前
で
男
泣
き
に
泣
い
た
。
そ
の
後
、
ホ
テ
ル
三
愛
は

幾
度
か
運
営
会
社
や
名
称
を
変
え
た
が
、
三
愛
精
神
は
創
業
の

精
神
と
し
て
今
も
受
け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
。

　

63
年
、
日
本
初
の
リ
ー
ス
会
社
「
日
本
リ
ー
ス
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
」
が
誕
生
。〝
使
用
す
れ
ど
所
有
せ
ず
〟〝
機
械
は
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天
下
の
回
り
も
の
〟な
ど
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
も
話
題
に
な
っ

た
。

　

46
年
の
創
業
以
来
繁
盛
し
て
い
た
三
愛
も
、
数
年
後
、
国
内

の
食
料
事
情
が
安
定
し
て
く
る
と
業
績
が
落
ち
込
ん
で
い
っ
た
。

そ
こ
で
市
村
は
、
女
性
の
お
し
ゃ
れ
専
門
店
へ
業
態
変
換
し
て
、

起
死
回
生
を
図
る
。
そ
の
狙
い
が
的
中
し
て
、「
銀
座
三
愛
」
は

戦
後
日
本
の
女
性
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
を
牽
引
す
る
存
在
と

な
っ
た
。

　

63
年
、銀
座
４
丁
目
角
に
円
筒
ガ
ラ
ス
張
り
の
「
三
愛
ド
リ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
」
が
誕
生
。
深
夜
０
時
の
開
店
披
露
宴
が
東
京
中

の
評
判
と
な
っ
た
。
２
０
２
３
年
、
老
朽
化
の
た
め
建
て
替
え

る
こ
と
を
発
表
。
銀
座
に
ふ
さ
わ
し
い
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
を
目
指

し
、
現
在
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

終
曲

　

市
村
に
と
っ
て
故
郷
佐
賀
は
、
た
く
さ
ん
の
悔
し
涙
を
流
し

た
地
で
あ
り
、
生
き
る
力
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
た
地
で
も
あ

り
、
終
生
忘
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
佐
賀
県
体
育
館
（
現�

市

村
記
念
体
育
館
）
や
母
校
北
茂
安
小
学
校
講
堂
の
寄
贈
な
ど
は
、

故
郷
に
恩
返
し
を
し
た
い
と
い
う
願
い
の
表
れ
の
一
つ
で
あ
っ

た
。

　

68
年
秋
、体
の
不
調
を
覚
え
、精
密
検
査
を
受
け
た
と
き
に
は
、

す
で
に
病
状
は
絶
望
的
な
も
の
で
、
余
命
３
カ
月
と
診
断
さ
れ

た
。

　
「
裸
で
生
ま
れ
て
き
た
か
ら
、
裸
で
帰
る
」「
遺
産
を
世
の
中

の
役
に
立
つ
仕
事
の
基
金
と
し
た
い
」
と
い
う
市
村
の
思
い
を

具
体
化
す
べ
く
、
三
愛
会
の
役
員
た
ち
が
奔
走
し
た
。「
新
技
術

開
発
財
団
（
現��

市
村
清
新
技
術
財
団
）」
設
立
の
認
可
が
下
り

た
の
は
亡
く
な
る
わ
ず
か
４
日
前
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

12
月
16
日
、永
眠
。全
力
で
走
り
き
っ
た
68
年
の
人
生
だ
っ
た
。

トップでゴール！
三愛会合同運動会において�（1947.6.1）
社内スポーツは社員同士の友好や結束
を深める力となると考え、社内野球大
会や合同運動会を開催。1968 年 11 月、
市村が社員の前に最後に姿を見せたの
も、合同運動会の会場であった

明治記念館創立時の記念撮影（左から 5人目が市村）
（1947.11.1）

戦後まもなく、明治神宮の再建に力を貸してほしいと要請
を受けた市村は、結婚式場を思いつく。結婚相談から挙式・
披露宴まで一切を斡旋するというスタイルが評判となり、
大繁盛となった

三愛石油羽田営業所開設式� （1952.10.27）
燃料タンク車が飛行機のところまで行って給油してい
る様子を眺めているとき、水道のようにホースを引っ
張ってきて給油すれば効率が上がるとひらめいた。こ
の着想がやがてハイドラントシステムによる給油とな
る

三愛ドリームセンターの模型
を前に構想を練る� （1960 頃）
円筒形のビルの着想は、奈良法
隆寺の五重塔から得た。建物そ
のものが斬新だったため、あら
ゆる設備が新たに考案された

コカ・コーラ第 1号が空輸便
で届く� （1963.5.4）
日本人はアメリカのまねが好き
だから、きっとコーラも飲むよ
うになる、と確信して事業を引
き受けた

大阪にて電子リコピー BS-1 発表会
（1965.8）

リコー三愛グループの中核であるリコーを
無配としたため、世間の非難を浴びた。再
建のための諸施策がとられ、その原動力と
なったのが電子リコピーの完成であった。
そして、わずか 2年半で復配を実現する

母校北茂安小学校に講堂を寄贈
（1958.4.29�）

故郷には苦難の思い出が満ちていた。
人生の前半はそこから脱却するための
戦いであった。しかし、老境に至って
思い浮かぶのは懐かしい風景である。
故郷のために何かしたいという感慨が
わき上がってきた




